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崎

門

学

派

の

陽

明

学

観

｜

｜

佐

藤

直

方

を

中

心

に

｜

｜

鄭

社

郁

中
江
藤
樹
ご
六

O
八
1
一
六
四
八
）
に
よ
っ
て
本
格
的
に
日
本
に
紹
介
・
研
究
さ
れ
始
め
た
陽
明
学
は
、
熊
沢
蕃
山
（
一
六
一
九

1

一
六
九
こ

・
淵
岡
山
（
一
六
一
七

1
一
六
八
六
）
な
ど
を
経
て
一
七
世
紀
中
期
に
至
る
と
、
た
と
え
そ
の
勢
力
は
微
々
た
る
も
の
で
は

あ
っ
た
と
し
て
も
、
朱
子
学
・
古
義
学
な
ど
と
共
に
日
本
の
江
戸
期
の
思
想
界
を
分
有
す
る
形
勢
を
成
す
。
そ
れ
と
同
時
に
陽
明
学
に
対

す
る
他
学
派
か
ら
の
批
判
も
徐
々
に
厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
入
っ
て
儒
学
を
禅
宗
の
影
響
か
ら
独
立
さ
せ
る
な
ど
、
日

本
初
に
儒
学
の
体
系
を
樹
立
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
藤
原
慢
寓
（
一
五
六
一

1
二
ハ
一
九
）
は
、

が
ら
も
、
陽
明
学
に
対
し
て
も
融
合
的
な
態
度
を
取
る
。
し
か
し
、
彼
の
弟
子
の
林
羅
山
（
一
五
八
三

1
一
六
五
七
）
に
至
る
と
陸
王
学

を
厳
し
く
排
斥
し
始
め
る
。
そ
の
趣
旨
が
最
も
よ
く
現
れ
て
い
る
『
陽
明
措
眉
』
は
残
念
な
が
ら
現
存
し
な
い
が
、
彼
が
陽
明
学
に
対
し

て
批
判
的
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
後
、
陽
明
学
に
対
し
て
思
想
的
な
面
で
本
格
的
に
批
判
を
加
え
た
の
は
所
謂
山
崎

一
応
朱
子
学
を
受
け
入
れ
な

闇
斎
（
一
六
一
八

1
一
六
八
二
）

の
「
崎
門
学
派
」
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

一一

1
一
七
一
二
、
そ
し
て
三
宅
尚
斎
（
一
六
六
二

1
一
七
四
一
）

本
稿
は
、
そ
の
「
崎
門
学
派
」
の
中
で
も
「
崎
門
三
傑
」
と
呼
ば
れ
る
佐
藤
直
方
（
一
六
五

0
1
一
七
一
九
）

の
陽
明
学
観
を
考
察
し
、
今
後
、
当
時
の
日
本
の
朱
子
学
及
び
陽
明

浅
見
網
斎
（
一
六
五

七
九



人
0 

崎門学派の陽明学観

学
の
特
徴
を
研
究
す
る
た
め
の
土
台
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

佐
藤
直
方
は
当
時
の
学
界
の
情
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

近
時
中
江
・
熊
沢
・
伊
藤
ナ
ド
ノ
類
世
ニ
出
テ
孔
孟
程
朱
ノ
訓
ニ
ソ
ム
キ
タ
ル
コ
ト
共
論
説
イ
タ
サ
レ
候
。
此
業
モ
皆
王
陽
明
ガ
学

説

ト

見

ヘ

候

。

（

『

龍

蔵

録

』

巻

十

二

、

王

学

論

談

）

朱
子
学
を
徹
底
し
て
信
奉
し
、
朱
子
学
者
と
し
て
の
於
持
を
持
っ
て
い
た
直
方
は
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
異
端
説
が
す
べ
て
王
陽
明
に

根
源
し
て
い
る
と
見
な
し
、
朱
子
学
・
古
義
学
・
陽
明
学
な
ど
に
分
か
れ
て
い
た
当
時
の
日
本
学
界
の
形
局
を
朱
子
学
一
尊
の
路
に
戻
す

こ
と
を
も
っ
て
自
任
し
て
い
た
。
三
宅
尚
斎
も
「
王
氏
の
良
知
を
主
と
す
る
の
術
は
、
則
ち
郷
聞
に
所
謂
意
の
向
う
所
に
随
う
者
な
り
。
其

の
迷
わ
、
さ
る
こ
と
難
し
」
（
『
黙
識
録
』
巻
三
、
為
学
三
）
と
、
陽
明
学
が
学
術
を
惑
わ
せ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

彼
ら
の
陽
明
学
批
判
の
内
容
を
見
る
と
、
主
と
し
て
王
陽
明
の
「
知
行
」
観
に
そ
の
焦
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
豊
田
信
貞

が
編
集
し
た
『
王
学
弁
集
』
の
「
序
文
」
で
、
直
方
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

是
を
以
て
之
を
観
れ
ば
、
則
ち
天
地
聖
人
の
学
は
、
其
の
分
異
る
と
難
も
、
而
も
其
れ
皆
知
・
行
の
二
に
在
れ
ば
、
則
ち
初
よ
り
同

じ
か
ら
ざ
る
無
し
。
：
：
：
夫
の
陸
王
氏
の
学
の
若
き
は
、
此
（
先
知
後
行
）
と
正
に
相
反
す
れ
ば
、
則
ち
実
に
天
地
聖
人
の
罪
人
な
り
。

な
ぜ
彼
は
陽
明
の
「
知
行
観
」
に
食
い
下
が
っ
た
の
か
、
彼
の
学
問
観
を
見
る
と
そ
の
理
由
が
よ
く
分
か
る
。
「
仁
義
礼
智
は
、
人
の
天

よ
り
得
る
所
の
理
な
り
。
而
し
て
学
者
の
此
の
理
を
学
ぶ
所
以
の
者
は
、
知
と
行
と
に
在
り
」
（
『
王
学
弁
集
』
序
）
と
い
う
よ
う
に
、
彼

は
基
本
的
に
学
問
を
「
知
」
と
「
行
」
と
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
自
身
の
学
問
の
体
系
を
「
致
知
」
と
「
力
行
」
と
い
う
両
軸
を
中
心
と

し
て
構
築
し
て
い
る
。
そ
の
点
、
綱
斎
と
尚
斎
も
直
方
同
様
で
あ
る
。
則
ち
、
彼
ら
は
各
々
「
其
修
め
ゃ
う
を
学
と
云
。
ど
ふ
学
ぶ
ぞ
と

い
へ
ば
、
敬
と
知
と
行
と
の
三
が
修
む
る
学
の
し
ゃ
う
ぞ
。
学
は
此
三
よ
り
外
な
い
」
（
『
聖
学
図
講
義
』
）
、
「
学
之
道
在
知
行
両
端
」
（
『
尚



斎
先
生
雑
筆
記
』
学
在
知
行
説
）
と
「
知
」
「
行
」
の
重
要
性
に
言
及
し
て
い
る
。
従
っ
て
「
知
」
と
「
行
」
の
問
題
は
、
彼
ら
に
と
っ

て
は
自
身
の
学
説
の
全
体
に
関
わ
る
深
刻
な
こ
と
で
あ
り
、
王
陽
明
の
「
知
行
合
こ
論
は
断
じ
て
無
視
す
べ
か
ら
ざ
る
問
題
で
あ
っ
た

こ
と
に
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
直
方
は
朱
・
王
の
学
問
上
の
相
違
を
次
の
よ
う
に
端
的
に
語
る
。

朱
王
ノ
異
ヲ
ツ
メ
テ
云
ヘ
ハ
、
朱
子
ハ
知
ノ
ナ
キ
行
ハ
用
ニ
タ
タ
ヌ
ト
云
。
王
氏
ハ
知
ハ
イ
ラ
ヌ
、
行
ハ
ネ
ハ
用
ニ
タ
タ
ヌ
ト
云
。

（
『
塩
蔵
録
』
巻
十
二
、
王
学
論
談
）

異
端
の
陽
明
学
を
排
撃
し
、
孔
・
孟
・
周
・
程
・
張
・
朱
と
繋
い
で
き
た
道
統
の
回
復
を
目
指
し
た
彼
に
と
っ
て
、
「
知
行
」
の
問
題
が

ど
れ
ほ
ど
切
実
な
問
題
で
あ
っ
た
か
が
よ
く
分
か
る
だ
ろ
う
。

で
は
、
彼
ら
の
「
知
行
」
観
を
考
察
す
る
前
に
、
中
国
に
お
け
る
「
知
行
」
論
の
大
略
を
述
べ
て
お
く
。

「
認
識
」
と
「
実
践
」
の
問
題
と
も
言
わ
れ
る
所
謂
「
知
」
「
行
」
関
係
の
問
題
が
、
中
国
の
思
想
史
に
本
格
的
に
登
場
す
る
の
は
、

周
知
の
よ
う
に
宋
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
特
に
程
伊
川
が
『
尚
書
」
「
説
命
」
の
「
非
知
之
謀
、
行
之
惟
穀
」
に
異
議
を
提

起
し
、
「
知
」
の
重
要
性
と
「
行
」
以
前
の
「
知
」
の
先
在
性
を
主
張
し
て
以
後
、
そ
れ
は
一
つ
の
哲
学
の
問
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
。

そ
の
後
、
朱
嘉
が
そ
れ
を
受
け
継
い
で
、
『
大
学
』
の
「
致
知
格
物
」
論
と
結
び
付
け
て
詳
細
に
論
じ
、

一
応
「
知
行
」
論
に
終
止
符
を

崎門学派の陽明学観

付
け
る
。
そ
の
後
の
「
知
行
」
論
は
朱
裏
の
そ
れ
を
少
し
づ
っ
応
用
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
で
は
、
朱
嘉
の
「
知
行
」
観
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
文
章
で
要
約
さ
れ
得
る
。

夫
れ
泣
く
知
行
の
理
を
論
じ
て
、
一
事
の
中
に
就
き
て
以
て
之
を
観
れ
ば
、
則
ち
知
の
先
た
る
、
行
の
後
た
る
、
疑
う
べ
き
者
無
し
。

（
『
朱
子
文
集
』
巻
四
十
二
、
答
呉
晦
叔
）

致
知
と
力
行
と
は
、
其
の
先
後
を
論
ず
れ
ば
、
固
よ
り
当
に
致
知
を
以
て
先
と
為
す
べ
し
。
然
れ
ど
も
、
其
の
軽
重
を
論
ず
れ
ば
、

J¥ 
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則

ち

当

に

力

行

を

以

て

重

し

と

為

す

ベ

し

。

（

向

上

、

巻

十

五

、

答

程

正

思

）

「
行
」
の
重
要
性
は
認
め
な
が
ら
も
、
工
夫
に
お
い
て
は
「
知
」
が
「
行
」
よ
り
先
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
所
謂
「
知

先
行
後
」
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
れ
は
動
か
し
え
な
い
真
理
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
。
朱
裏
の
当
時
、
彼
と
思
想
的
に

厳
し
く
対
立
し
て
い
た
陸
象
山
す
ら
、
次
の
文
章
か
ら
分
か
る
よ
う
に
「
知
行
」
観
に
関
し
て
は
朱
裏
と
同
じ
立
場
を
取
っ
て
い
る
。

之
を
知
る
こ
と
先
に
在
り
、
故
に
日
く
、
乾
は
大
始
を
知
る
と
。
之
を
行
う
こ
と
後
に
在
り
、
故
に
日
く
、
坤
は
物
を
作
成
す
と
。

（
『
象
山
集
』
巻
三
十
四
、
語
録
上
）

之
を
学
ぶ
も
能
く
せ
ず
、
之
を
問
う
も
知
ら
ず
、
之
を
見
る
も
得
ず
、
之
を
排
ず
る
も
明
ら
か
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
亦
た
何
の
行
う

所
ぞ
や
。
未
だ
嘗
で
学
問
思
耕
せ
ず
し
て
、
吾
、
唯
だ
篤
く
之
を
行
う
の
み
と
日
う
は
、
是
れ
冥
行
な
り
。

（
向
上
、
巻
十
二
、
与
越
詠
道
）

し
か
し
、
そ
の
後
、
明
代
に
入
っ
て
王
陽
明
が
「
良
知
」
を
中
心
と
す
る
新
し
い
学
説
を
提
唱
し
な
が
ら
、
「
知
行
合
こ
を
主
張
す
る

よ
う
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
「
知
行
」
論
は
新
し
い
局
面
を
迎
え
、
明
・
清
代
に
か
け
て
激
し
い
論
争
を
呼
び
起
こ
す
。
も
ち
ろ
ん
、
陽
明

以
前
に
も
「
知
」
「
行
」
の
統
一
（
一
体
化
）
を
図
っ
た
者
は
い
る
。
黄
宗
義
も
程
伊
川
の
方
が
王
陽
明
よ
り
先
に
「
知
行
合
こ
を

語
っ
た
と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
「
知
」
と
「
行
」
と
を
一
応
区
別
し
て
二
物
と
見
な
し
た
上
で
の
一
体
化
に

過
ぎ
な
い
。
両
者
の
根
本
的
か
つ
本
質
的
な
合
一
を
主
張
し
た
の
は
や
は
り
王
陽
明
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
、
陽
明
の
以
後
の
「
知
行

論
」
は
そ
れ
が
朱
子
学
者
で
あ
れ
陽
明
学
者
で
あ
れ
、
王
陽
明
の
「
知
行
合
こ
の
否
定
・
肯
定
と
い
う
形
と
し
て
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。

四

で
は
、
彼
ら
は
陽
明
の
「
知
行
合
こ
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
か
。
直
方
は
ま
ず
陽
明
式
の
「
知
行
合
こ
は
そ
の
命
題
自

体
の
論
理
性
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。



凡
そ
一
物
有
れ
ば
、
則
ち
一
名
有
り
。
天
下
に
其
の
物
有
り
て
其
の
名
無
き
者
莫
し
。
：
：
：
知
の
名
有
れ
ば
、
則
ち
自
ら
知
の
工
夫

有

り

。

行

の

名

有

れ

ば

、

則

ち

自

ら

行

の

工

夫

有

り

。

（

王

学

論

談

）

一
つ
の
物
に
は
必
ず
一
つ
の
名
が
あ
る
か
ら
、
「
知
」
と
「
行
」
と
い
う
各
々
の
名
が
あ
る
限
り
、
「
知
」
と
「
行
」
と
は
区
別
さ
れ
、
そ

こ
に
は
「
知
」
と
「
行
」
の
工
夫
が
別
々
に
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
彼
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

知
ト
行
ト
自
然
ニ
別
ニ
シ
テ
其
理
ハ
一
ナ
ル
ノ
義
、
程
朱
子
ノ
説
詳
細
ナ
リ
。
二
ツ
ナ
レ
ハ
合
ト
云
タ
ル
ナ
リ
。
初
ヨ
リ
一
ナ
レ
ハ

合
ノ
字
ハ
云
ハ
ズ
。

知
と
行
と
が
も
と
も
と
一
物
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
「
合
こ
は
成
り
立
た
な
い
。
「
知
行
合
こ
と
は
、
別
々
の
物
が
一
つ
に
統
合
さ
れ

（
向
上
）

融
合
さ
れ
る
場
合
に
こ
そ
成
り
立
つ
と
、
彼
は
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
こ
か
ら
一
歩
進
ん
で
、
陽
明
の
「
知
行
合
こ
は
学
説
そ

の
も
の
に
も
一
貫
性
が
な
い
と
し
て
、
陽
明
に
と
っ
て
の
「
知
行
合
こ
の
成
立
自
体
を
完
全
に
否
定
し
て
し
ま
う
。

良
知
ノ
準
則
ヲ
以
テ
物
ヲ
正
ス
ト
云
ヘ
ハ
、
便
是
知
先
後
行
也
。
物
ヲ
正
セ
ハ
良
知
至
ル
ト
一
五
ヘ
ハ
便
是
行
先
知
後
ニ
シ
テ
、
ソ
レ

モ
亦
先
後
ト
指
ヘ
キ
モ
ノ
ア
リ
。
合
一
何
レ
ノ
処
ニ
ア
ル
ヤ
。

（
向
上
）

彼
に
よ
れ
ば
、
真
に
知
れ
ば
そ
れ
に
よ
っ
て
自
ず
か
ら
行
わ
れ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
「
知
行
合
こ
の
真
の
意
味
で
あ
る

D

彼
は
『
論
語
』

「
里
仁
」
の
「
一
以
貫
之
」
に
対
す
る
朱
子
の
注
の
「
蓋
己
随
事
精
察
而
力
行
之
」
を
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

精
察
ノ
精
ハ
精
義
入
神
ノ
精
ナ
リ
D

察
ハ
舜
明
於
庶
物
、
察
於
人
倫
ノ
察
、
習
而
不
察
ノ
察
ナ
リ
。
精
察
ト
云
ハ
パ
物
格
知
至
ヲ
ツ

崎門学派の陽明学観

メ
タ
モ
ノ
ナ
リ
。
ソ
レ
ヲ
力
行
之
ナ
レ
パ
知
行
合
一
ナ
リ
。

（
『
塩
蔵
録
』
巻
四
、
曾
子
一
貫
之
章
）

即
ち
、
徹
底
し
て
格
物
致
知
に
力
を
注
ぎ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
行
う
と
き
こ
そ
「
知
行
合
こ
が
成
り
立
つ
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
「
合
こ
性
が
否
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
陽
明
の
「
知
行
合
こ
は
、
彼
の
目
に
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
の
か
。

知
ト
行
ト
ソ
ロ
ハ
ネ
ハ
用
ニ
立
ス
。
王
氏
知
ニ
カ
ヲ
用
ヌ
ハ
老
子
ガ
棄
知
ト
同
ジ
コ
ト
也
。
異
端
ト
云
ベ
シ
。

陽
明
ガ
知
行
合
一
ト
云
テ
知
ヲ
行
ニ
ク
ル
メ
ル
ハ
畢
寛
老
仏
ノ
見
ナ
リ
。

人
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王
氏
知
行
合
一
、
行
カ
主
也
。
：
：
：
王
氏
ハ
妄
テ
モ
行
ヲ
貴
コ
ト
ヤ
ウ
ニ
キ
コ
ユ
ル
。
（
王
学
論
談
）

王
陽
明
自
身
は
「
知
行
合
こ
と
言
っ
て
は
い
て
も
、
実
は
「
知
」
を
棄
て
て
「
行
」
ば
か
り
に
力
を
注
ぐ
「
行
先
知
後
」
的
、
ま
た
は

「
行
」
中
心
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
陽
明
の
「
知
行
合
こ
に
対
す
る
彼
の
見
方
で
あ
る
。
実
際
、
彼
は
「
王
学
ハ
学
ノ
序
ガ

行
知
也
。
程
朱
ノ
ハ
知
行
也
」
（
向
上
）
の
よ
う
に
、
時
に
陽
明
の
「
知
行
」
論
は
「
行
知
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
と
い
う

の
は
、
彼
は
前
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
陽
明
の
知
行
観
は
時
に
は
「
知
先
行
後
」
、
時
に
は
「
行
先
知
後
」
的
な
立
場
を
取
っ
て
い
る
と

見
な
し
、
そ
れ
は
決
し
て
「
知
行
合
こ
に
は
な
れ
な
い
と
言
っ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
は
そ
れ
を
「
行
先
知
後
」
的
な
も
の
と
捉
え
て

い
る
の
が
彼
の
本
音
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
先
天
的
な
価
値
（
理
）
創
造
能
力
と
し
て
の
良
知
を
認
め
な
い
彼
に
と
っ
て
は
、
窮
理
す

る
こ
と
な
く
、
専
ら
良
知
だ
け
を
頼
り
に
す
る
限
り
、
い
く
ら
「
知
行
合
こ
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
「
行
」
だ
け
を
重
視
す
る
も
の
と

し
か
見
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
で
は
、
尚
斎
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
立
場
を
取
っ
て
い
る
の
か
。

知
り
て
而
る
後
に
行
、
っ
。
知
は
先
に
し
て
行
は
後
な
り
。
王
氏
の
弁
も
、
亦
た
破
る
能
わ
ず
。
此
れ
自
然
の
理
な
り
。
渠
の
良
知
を

致
す
を
以
て
学
術
の
大
端
と
為
す
も
、
亦
た
是
れ
知
は
先
に
し
て
行
は
後
な
り
（
『
黙
識
録
』
巻
三
、
為
学
三
）

こ
こ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
彼
は
陽
明
の
知
行
論
は
そ
の
順
序
が
あ
く
ま
で
も
「
知
行
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
口
こ
の
よ

う
な
相
違
は
、
直
方
が
「
良
知
」
そ
の
も
の
に
あ
ま
り
関
心
を
寄
せ
な
い
こ
と
と
違
っ
て
、
彼
は
自
分
な
り
に
「
良
知
」
を
研
究
し
、
あ

る
程
度
そ
れ
を
認
め
る
態
度
を
取
っ
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
彼
は

大
学
の
教
え
は
、
其
の
巳
に
知
る
の
理
に
因
る
、
則
ち
良
知
に
本
づ
く
は
、
王
氏
に
似
た
る
こ
と
有
り
。
而
れ
ど
も
彼
は
是
を
以
て
準

と
為
し
権
度
と
為
す
。
吾
は
則
ち
是
れ
を
以
て
端
と
為
し
脂
と
為
す
。
則
ち
此
れ
を
以
て
大
い
に
戸
臓
を
聞
か
ん
と
欲
す
る
な
り
。

（向上）

も
ち
ろ
ん
彼
が
理
解
し
て
い
る
良
知
と
は
、
人
間
に
本
来
的
に
備
え
ら
れ
て
い
る
先
天
的
な
理
の
創
造
能
力
と
し
て
の
良
知
で
は
な
く
、

従
っ
て
究
極
的
に
は
陽
明
の
「
良
知
」
の
概
念
と
は
異
な
る
も
の
の
、
こ
こ
を
見
る
限
り
彼
は
良
知
の
存
在
を
自
分
な
り
に
は
認
め
て
い



る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
、
彼
に
と
っ
て
は
良
知
そ
の
ま
ま
が
準
則
に
な
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
は
端
緒
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
、
そ
れ

を
拡
充
す
る
必
要
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と
だ
け
が
問
題
と
し
て
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
「
知
」
の
上
に
工

夫
を
加
え
る
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
と
も
か
く
彼
も
亦
陽
明
の
「
知
行
合
こ
の
成
立
自
体
は
否
定
し

て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
「
知
自
是
知
、
行
自
是
行
、
固
両
事
」
（
向
上
）
と
い
う
所
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
彼
に

と
っ
て
「
知
」
と
「
行
」
と
は
あ
く
ま
で
も
区
別
さ
れ
る
「
二
物
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
彼
ら
自
身
は
「
知
行
」
論
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
見
解
を
持
っ
て
い
た
の
か
。
直
方
は
次
の
よ
う
に
言
、
っ
。

実
ニ
力
行
ヲ
勤
ル
。
又
文
義
ヲ
ト
ク
ト
ス
マ
シ
道
理
明
白
ナ
レ
ハ
知
行
兼
進
ム
。
聖
学
ノ
徒
ト
可
申
候
。
根
本
聖
学
ハ
知
行
兼
進
ム

ガ
定
法
也
。

（
王
学
論
談
）

「
力
行
」
と
「
致
知
」
を
同
時
に
重
視
し
、
両
者
の
相
成
に
よ
っ
て
よ
り
高
速
な
極
処
に
達
し
得
る
と
い
う
所
調
「
知
行
兼
進
」
の
思
想

で
、
実
は
陽
明
も
そ
れ
に
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
の
「
兼
進
」
は
「
知
先
行
後
」
と
い
う
朱
子
学
の
基
本
原
則
を
前
提
に
し
た
上

で
の
論
理
で
あ
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

知
ヲ
主
ト
ス
ル
カ
聖
賢
学
術
ノ
本
旨
ナ
リ
。

知
ハ
先
、
行
ハ
後
ハ
明
白
也
。

（
以
上
、
向
上
）

崎門学派の陽明学観

知
行
は
相
資
り
て
進
む
の
方
に
し
て
、
其
の
知
の
行
に
先
だ
つ
は
、
固
よ
り
易
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
：
：
：
天
、
生
じ
て
地
、
之
を

成
し
、
陽
、
施
し
て
陰
、
之
を
受
く
る
は
、
則
ち
亦
た
知
行
相
資
り
て
先
後
有
る
の
象
な
り
。

（
王
学
弁
集
序
）

尚
斎
も
直
方
と
同
じ
立
場
を
取
っ
て
い
る
。

知
行
に
先
後
有
り
、
難
易
有
り
。
先
後
難
易
、
皆
両
般
有
り
。
先
ず
見
て
而
る
後
に
行
う
。
大
学
の
格
致
、
誠
・
正
・
修
に
先
だ
つ

は
、
是
れ
な
り
。
然
れ
ど
も
知
行
は
相
資
り
て
以
て
進
む
。
故
に
行
の
小
な
る
者
、
却
っ
て
知
の
大
な
る
者
に
先
だ
つ
な
り
。

（
「
黙
識
録
』
巻
三
、
為
学
一
）

f＼、
五
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た
だ
、
彼
は
実
際
に
は
「
知
」
と
「
行
」
と
が
絶
え
ず
一
連
の
連
続
し
た
過
程
と
し
て
現
れ
る
現
象
を
直
視
し
、
「
知
」
に
先
ん
ず
る

「
行
」
が
あ
る
こ
と
も
認
め
て
い
る
。
則
ち
、
人
間
の
行
為
は
知
↓
行
↓
知
↓
行
の
絶
え
ず
連
続
線
の
上
に
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
し
か
し
「
非
知
之
至
、
則
不
能
行
之
」
（
向
上
）
と
い
う
所
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
彼
に
と
っ
て
も
基
本
的
に
「
知
」
は

「
行
」
に
先
ん
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。

そ
れ
で
は
、
彼
ら
が
言
う
「
知
」
と
「
行
」
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
一
言
で
言
え
ば
、
『
大
学
』
の
「
格
物
致
知
」
、

即
ち
「
窮
理
」
に
よ
っ
て
事
物
の
「
所
以
然
の
理
」
を
会
得
し
た
の
が
「
知
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
行
う
こ
と
が
ま
さ
に
「
行
」
な
の
で
あ

る
。
直
方
は
言
、
っ
。

兎
角
、
格
物
致
知
シ
テ
知
ル
コ
ト
ヲ
主
ト
シ
精
出
ス
ベ
シ
。
行
ト
云
ハ
知
タ
コ
ト
ヲ
行
ナ
リ
。
知
ヌ
コ
ト
ハ
行
ウ
コ
ト
ナ
ラ
ヌ
。
行

ハ

知

ヨ

リ

一

歩

モ

出

ザ

ル

モ

ノ

ナ

リ

ト

。

時

誠

ニ

然

リ

。

（

『

誼

蔵

録

』

巻

三

、

学

談

雑

録

）

「
行
」
以
前
に
必
ず
「
格
物
致
知
」
に
よ
る
「
知
」
の
獲
得
が
先
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
彼
は
、

王
陽
明
が
『
大
学
』
の
八
条
目
を
先
後
の
こ
と
と
捉
え
ず
に
、
「
誠
意
」
に
よ
っ
て
一
貢
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
反
対
し
て
、
両
者
の
区

別
と
「
致
知
」
の
先
在
性
を
主
張
す
る
。

致
知
と
誠
意
と
は
、
是
れ
学
ぶ
者
の
両
箇
の
関
な
り
。
：
：
：
大
学
に
所
謂
知
至
り
て
意
を
誠
に
す
と
は
、
必
ず
知
至
る
を
須
ち
て
然

る
後
に
能
く
其
の
意
を
誠
に
す
る
な
り
。
今
の
学
ぶ
者
は
、
只
だ
操
存
を
説
く
の
み
に
し
て
、
義
理
を
講
明
す
る
を
知
ら
ず
。

（
『
四
書
便
講
』
）

綱
斎
も
『
大
学
』
の
「
致
知
」
を
「
知
」
、
「
誠
意
」
以
下
を
「
行
」
と
規
定
し
、
両
者
の
二
物
た
る
を
主
張
し
て
い
る
（
『
聖
学
図
講

義
』
）
。
も
ち
ろ
ん
、
一
事
に
対
す
る
「
知
」
が
直
ち
に
「
天
理
の
究
明
」
に
繋
が
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
「
知
に
力
の
ツ
ク
コ
ト
ハ

高
下
遠
近
一
草
一
木
ノ
理
追
求
ル
コ
ト
ノ
多
ク
久
シ
ク
シ
テ
総
体
テ
知
ノ
力
ハ
ッ
ク
モ
ノ
ナ
リ
」
（
王
学
論
談
）
の
よ
う
に
、
「
知
」
が
積

み
重
な
っ
て
や
っ
と
「
諮
然
貫
通
」
の
境
地
に
至
る
の
で
あ
る
。



で
は
、
な
ぜ
知
の
獲
得
、
即
ち
窮
理
が
「
行
」
よ
り
に
先
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
直
方
に
よ
れ
ば
、
こ
の
世
に
は
道
理

と
似
て
い
な
が
ら
も
、
そ
う
で
は
な
い
も
の
が
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
「
孝
」
「
忠
」
と
似
て
い
る
「
不
孝
」
「
不
忠
」
が
あ
り
、
「
孝
」

「
忠
」
と
思
っ
て
行
っ
て
も
そ
れ
に
当
た
ら
な
い
行
動
が
あ
る
。
従
っ
て
、
必
ず
行
う
以
前
に
徹
底
的
に
理
を
窮
め
て
明
ら
か
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て
こ
そ
我
々
の
行
為
は
理
に
従
っ
た
行
為
と
な
れ
る
の
で
あ
る
。

忠
孝
ノ
理
ヲ
知
ラ
ズ
ニ
忠
孝
ハ
ナ
ル
マ
ジ
。
：
：
：
忠
ト
思
テ
忠
ニ
ア
ラ
サ
ル
ア
リ
。
孝
ト
思
テ
孝
ニ
ア
ラ
サ
ル
ア
リ
。
忠
ニ
似
テ
不

忠
ア
リ
、
孝
ニ
似
タ
ル
不
孝
ア
リ
。
不
孝
ニ
似
テ
孝
ナ
ル
ア
リ
。
不
忠
ニ
似
タ
ル
忠
ア
ル
ハ
深
ク
吟
味
ヲ
ト
ケ
サ
レ
ハ
忠
孝
ノ
道
ニ
合

フ
ヘ
カ
ラ
ス
。
：
：
：
道
理
ヲ
知
ラ
ズ
シ
テ
自
己
一
分
ニ
忠
孝
ト
思
テ
ツ
ト
メ
ハ
心
ニ
私
ナ
キ
ニ
セ
ヨ
君
父
ノ
罪
人
ニ
ナ
ル
コ
ト
ア
ル
ベ

（
王
学
論
談
）

現
実
的
に
私
欲
に
覆
わ
れ
て
い
る
存
在
で
あ
る
人
間
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
理
を
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
自

、ン。

分
か
っ
て
に
理
と
断
定
し
て
そ
れ
を
行
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な
愚
を
犯
さ
・
な
い
た
め
に
は
、
ひ
た
す
ら
徹
底
的
な
窮
理
と
、
そ
れ
に

基
づ
く
「
知
」
の
自
明
性
に
依
拠
し
て
「
行
」
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
良
知
だ
け
を
信
じ
、
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
直
ち
に
実
践
・

実
行
に
移
っ
て
し
ま
う
陽
明
学
を
警
戒
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
「
王
学
論
談
」
に
登
場
す
る
王
学
者
は
「
良
知
ハ
天
地
自
然
ニ
ソ
ナ
ハ
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
パ
、
キ
ハ
ム
ル
コ
ト
ナ
シ
。

崎門学派の陽明学観

赤
子
ノ
知
ガ
自
然
ノ
良
知
ナ
リ
」
と
、
道
理
を
窮
め
な
く
て
も
良
知
に
よ
っ
て
自
ず
か
ら
「
孝
」
「
忠
」
を
知
り
得
る
と
反
論
す
る
が
、

直
方
は
む
し
ろ
陽
明
学
で
言
う
良
知
の
「
自
然
性
」
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
厳
し
く
非
難
す
る
。

王
氏
所
論
加
是
何
也
。
彼
本
尊
於
行
而
棄
知
之
哉
也
。
可
調
姦
巧
之
甚
也
O
i
－
－
－
王
氏
良
知
ヲ
自
然
ト
云
テ
窮
理
ノ
工
夫
ヲ
棄
ル
。

良
知
ガ
自
然
ナ
レ
ハ
良
能
モ
自
然
也
。
同
ジ
ク
工
夫
ヲ
用
ヒ
マ
ジ
キ
ハ
ツ
ナ
ル
ニ
力
行
ハ
カ
リ
工
夫
ヲ
用
ヒ
ル
ハ
偏
ト
云
ベ
シ
。（

向
上
）

尚
斎
も
「
王
氏
の
徒
は
、
常
に
良
知
を
一
言
守
つ
。
調
へ
ら
く
知
の
上
に
工
夫
無
し
。
：
：
：
勉
行
利
行
有
る
も
、
困
知
学
知
無
し
。
」
（
「
黙
識

｝＼ 

七



人
入
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録
』
巻
二
、
道
体
二
）
と
し
て
、
陽
明
の
良
知
に
「
工
夫
」
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
そ
こ
で
彼
は
陽
明
と
自
身
と
の
相
違
を

「
渠
（
陽
明
）
は
自
然
の
知
を
主
と
し
、
我
は
工
夫
の
知
を
主
と
す
。
自
然
と
工
夫
と
の
別
有
り
。
」
（
向
上
、
巻
三
、
為
学
三
）
と
語
り
、

陽
明
の
良
知
に
お
け
る
「
無
工
夫
」
、
則
ち
良
知
の
「
自
然
性
」
に
だ
け
任
せ
る
こ
と
に
強
く
反
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

良
知
の
学
は
、
我
、
之
を
固
有
す
。
現
在
の
知
る
所
を
以
て
、
善
に
遷
り
過
ち
を
改
む
る
は
是
れ
な
り
。
然
れ
ど
も
気
質
の
克
ち
難

き
、
人
欲
の
察
し
難
き
は
、
力
強
し
て
知
り
明
ら
か
に
す
る
に
非
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
能
く
せ
ず
。
量
に
現
在
の
知
る
所
の
者
に
し
て
之

（
『
黙
識
録
」
巻
四
、
間
諸
生
）

を
能
く
せ
ん
や
。

良
知
に
関
心
を
寄
せ
な
が
ら
も
、
そ
の
良
知
が
何
の
工
夫
の
過
程
も
な
い
ま
ま
、
果
た
し
て
「
人
欲
」
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
か

と
い
う
点
に
疑
問
を
抱
き
、
そ
こ
に
工
夫
を
加
え
よ
う
と
す
る
彼
の
意
図
が
よ
く
窺
え
る
。

朱
子
学
の
「
格
物
致
知
」
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
事
象
の
根
拠
に
な
る
理
、
即
ち
「
所
以
然
の
理
」
を
究
明
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
こ
そ
真
の
「
知
」
と
見
な
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
そ
の
よ
う
な
究
明
の
努
力
の
な
い
即
自

的
な
「
知
」
を
語
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
知
」
上
で
の
工
夫
を
否
定
し
、
「
行
」
ば
か
り
を
追
求
す
る
も
の
と
見
え
る
陽
明
学
は
許
せ
な

い
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
事
実
、
「
就
中
（
陽
明
学
説
）
行
ヘ
パ
其
理
自
然
ニ
知
レ
ル
ト
申
立
事
、
妄
説
ノ
第
一
ト
存
候
」
（
王
学
論

談
）
か
ら
も
よ
く
分
か
る
よ
う
に
、
直
方
は
陽
明
学
に
お
け
る
良
知
の
「
自
然
」
性
に
最
も
不
満
を
抱
い
て
い
た
。
彼
は
こ
の
よ
う
な
立

場
に
立
っ
て
、
一
体
「
知
ラ
ス
ニ
行
フ
コ
ト
ガ
ナ
ル
モ
ノ
カ
」
、
ま
た
「
知
ル
コ
ト
明
ニ
ナ
ケ
レ
ハ
行
ハ
レ
ズ
」
（
向
上
）
と
、
「
知
」
が

先
在
し
な
い
「
行
」
を
厳
し
く
批
判
し
な
が
ら
、
窮
理
に
導
か
れ
な
い
「
行
」
は
妄
行
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
。
尚
斎
も
亦
「
知
之
不
至
、

何
由
以
能
行
之
」
（
『
黙
識
録
』
巻
三
、
為
学
ご
と
し
て
、
「
知
」
が
先
に
存
在
し
な
い
限
り
真
の
意
味
で
の
「
行
」
は
不
可
能
で
あ
る

こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
陽
明
学
に
対
す
る
曲
解
で
は
あ
る
が
、
直
方
が
「
ワ
ル
イ
行
ヲ
ス
ル
ヨ
リ
ハ
行
ズ
ニ
居
る
ガ
ヨ
シ
」
（
王
学
論

談
）
と
語
る
ま
で
に
至
っ
た
の
も
、
窮
理
に
対
す
る
絶
対
的
な
信
頼
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。



五一
つ
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
直
方
は
陽
明
の
「
行
」
を
外
面
的
な
も
の
と
捉
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
は

陽
明
が
言
う
「
行
」
を
「
身
上
」
の
も
の
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
は
「
王
学
弁
集
序
」
で
「
知
属
心
、
行
属
身
」
で
あ
る
こ
と

こ
こ
で
、

を
明
ら
か
に
し
、
身
上
で
の
「
行
」
ば
か
り
に
力
を
注
ぐ
陽
明
式
の
「
力
行
」
を
批
判
し
て
い
る
が
、
彼
が
陽
明
の
「
行
」
を
「
身
」
上

の
こ
と
と
捉
え
て
い
る
の
は
次
の
文
章
で
も
よ
く
分
か
る
。

其
身
上
ノ
行
パ
カ
リ
ヲ
ツ
ト
メ
テ
行
ヒ
行
ヒ
ト
云
ハ
ア
サ
ハ
カ
ナ
ル
コ
ト
也
。
道
理
ヲ
見
ズ
ニ
タ
ダ
身
パ
カ
リ
ヲ
ハ
タ
ラ
カ
ン
ト
ス

ル
ナ
ラ
パ
泥
中
へ
落
ル
モ
知
ラ
ザ
ル
ベ
シ
。

王
学
ノ
ゴ
ト
ク
ニ
ア
タ
マ
カ
ラ
聖
人
ヲ
身
ニ
行
ト
云
、
手
ミ
ジ
カ
ニ
ハ
ア
レ
ド
モ
ク
ラ
ガ
リ
ニ
テ
黒
白
ヲ
見
分
ル
コ
ト
ク
ニ
テ
、
労

而
無
功
ト
云
モ
ノ
也
。

道
理
ヲ
見
ズ
ニ
タ
ダ
身
バ
カ
リ
ヲ
ハ
タ
ラ
カ
ン
ト
ス
ル
。

（
以
上
、
王
学
論
談
）

こ
の
よ
う
な
論
理
は
、
陽
明
の
「
行
」
は
内
面
を
無
視
し
た
外
面
的
な
「
行
」
（
実
行
、
実
践
）
に
過
ぎ
な
い
と
見
な
す
論
理
に
繋
が
る
。

大
学
ノ
誠
意
ハ
行
ノ
最
上
ニ
テ
一
念
発
動
ノ
幾
ヲ
審
ニ
ス
ル
ガ
行
ヒ
ノ
根
本
ナ
レ
パ
、
心
術
ノ
上
ニ
工
夫
ヲ
用
ル
コ
ソ
行
ヒ
ノ
実
ト

云
モ
ノ
ナ
レ
。
言
語
容
貌
ノ
上
ハ
カ
リ
ヲ
ツ
ト
メ
テ
一
念
ノ
発
ニ
力
ヲ
用
ヒ
サ
ル
ハ
郷
原
ノ
類
ナ
リ
。

（同上）

崎門学派の陽明学観

王
陽
明
ハ
理
知
ヲ
ス
テ
テ
肉
テ
ヤ
ラ
フ
ト
云
。

（
『
龍
蔵
録
』
巻
十
三
、
永
井
行
達
録
）

も
ち
ろ
ん
直
方
も
「
力
行
」
そ
の
も
の
は
否
定
し
て
は
い
な
い
。
彼
が
否
定
す
る
の
は
、
王
陽
明
の
よ
う
に
、
窮
理
せ
ず
自
然
そ
の
ま
ま

の
良
知
に
頼
っ
て
外
部
で
直
接
実
践
し
て
い
こ
う
と
す
る
「
力
行
」
観
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
に
と
っ
て
「
力
行
」
と
は
心
に
関
す
る

内
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

誠
意
ノ
慎
濁
ハ
心
ノ
発
ナ
リ
。

コ
コ
デ
力
行
ノ
本
ハ
心
ジ
ャ
ト
云
ヲ
知
ベ
シ
。

（
存
養
筆
記
）

／＼、

九



九。

崎門学派の陽明学観

サ
テ
力
行
ト
云
ハ
心
術
隠
微
ノ
間
ニ
力
ヲ
用
ル
ヲ
第
一
ト
ス
。
四
体
ニ
ノ
ベ
事
業
ニ
ア
ラ
ハ
ス
ハ
末
也
。

事
実
、
彼
の
窮
理
と
い
う
の
も
究
極
的
に
は
、
外
部
の
理
を
窮
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
自
己
の
心
の
内
に
あ
る
理
を
窮
め
る
こ
と
で
あ
っ

た。

（
王
学
論
談
）

諸
を
心
に
明
ら
か
に
し
、
往
く
所
を
知
る
は
、
窮
理
の
事
な
り
。
：
：
：
窮
理
は
是
れ
専
ら
外
の
理
を
明
ら
か
に
す
る
を
要
す
る
に
非

ず
。
如
何
に
し
て
孝
弟
を
為
さ
ん
、
如
何
に
し
て
忠
信
を
為
さ
ん
、
此
の
類
を
推
し
て
之
を
通
じ
、
求
む
る
処
至
当
な
る
は
、
即
ち
窮

理

の

事

な

り

。

（

『

六

編

組

蔵

録

』

二

程

造

道

論

上

）

学
者
ハ
自
己
ノ
理
ヲ
信
ズ
ル
デ
ナ
ケ
レ
バ
本
ノ
コ
ト
デ
ハ
ナ
イ
。
聖
賢
ヲ
信
ズ
ル
ハ
善
イ
ハ
善
イ
ケ
レ
ト
モ
、
我
理
ヲ
信
ズ
ル
ニ
ハ

（
「
塩
蔵
録
』
巻
三
、
学
談
雑
録
）

こ
れ
は
朱
子
学
の
窮
理
論
を
よ
り
一
層
内
面
的
に
押
し
進
め
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
心
の
内
面
的
な
工
夫
を
重
視
し
過
ぎ

た
あ
ま
り
、
彼
の
「
知
行
」
観
は
実
行
を
疎
か
に
す
る
一
面
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
彼
の
高
弟
で
あ
り
な
が
ら
、
後
に
陽
明
学
に
転
向
し

た
三
輪
執
斎
（
一
六
六
九

1
一
七
四
四
）
は
、
当
時
の
学
人
が
実
物
を
窮
究
せ
ず
た
だ
空
知
だ
け
を
求
め
て
い
る
の
は
、
「
皆
格
物
二
字

の
義
を
誤
る
よ
り
、
道
理
を
だ
に
知
り
ぬ
れ
ば
、
行
は
自
然
に
進
む
者
と
心
得
、
物
に
即
く
事
を
忘
れ
て
、
身
に
省
み
ざ
る
の
誤
り
に
よ

及
ズ
。

る
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

格
物
こ
そ
究
理
な
れ
と
思
ひ
て
、
其
よ
る
所
の
本
を
尋
ぬ
、
物
を
離
れ
て
道
を
求
む
。
実
地
の
手
を
下
す
所
を
失
ひ
、
空
に
其
理
を

究
む
る
よ
り
、
徒
に
思
ひ
を
の
み
費
し
て
至
る
所
な
き
に
至
り
ぬ
。
故
に
今
人
即
の
字
就
の
字
を
説
け
ど
も
、
直
に
此
身
に
て
其
物
に

就
く
事
を
知
ら
ず
。
只
心
中
に
其
事
を
設
る
ま
で
の
事
な
れ
ば
、
想
像
憶
度
に
過
ず
し
て
、
実
見
に
非
ず
。
（
『
格
物
弁
義
』
）

こ
れ
は
、
執
斎
が
ま
だ
直
方
の
門
下
に
あ
り
な
が
ら
も
、
少
し
ず
つ
朱
子
学
の
欠
点
に
気
が
つ
き
、
陽
明
学
の
方
に
移
っ
て
い
く
時
期
の

話
だ
か
ら
、
直
方
の
学
説
を
意
識
し
た
話
と
見
て
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
見
る
と
、
直
方
が
究
理
の
内
面
化
を
強
調
し
、
「
実

行
」
の
面
を
疎
か
に
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
そ
こ
で
尾
藤
正
英
氏
も
直
方
の
学
問
的
傾
向
を
「
ひ
た
す
ら
静
坐
に
よ
る
理



智
的
な
内
省
に
よ
り
と
こ
ろ
を
求
め
、
禅
に
近
似
す
る
方
向
に
進
ん
だ
」
（
「
日
本
封
建
思
想
史
研
究
』
第
二
章
）
と
指
摘
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
内
面
的
な
方
向
に
押
し
込
ん
だ
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
そ
の
分
陽
明
は
実
行
ば
か
り
を
口
に
出
す
者
に
見
え
た
は
ず
だ

ろ、っ。

...L. 
J、

で
は
、
彼
ら
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
内
面
性
を
重
視
し
、
陽
明
の
「
行
」
を
外
面
的
な
も
の
と
捉
え
た
の
か
。
当
時
の
日
本
の
陽
明
学
者

が
外
面
的
な
「
行
」
へ
走
り
す
ぎ
た
こ
と
に
対
す
る
警
戒
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
う
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
尾
藤
正
英
氏

が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
中
江
藤
樹
や
熊
沢
蕃
山
は
む
し
ろ
「
知
行
合
こ
に
つ
い
て
あ
ま
り
言
及
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら

に
源
了
固
氏
が
「
彼
（
藤
樹
）
の
思
想
は
、
陽
明
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
陽
明
学
の
も
つ
行
動
性
を
失
っ
て
、
彼
の
関
心
は
も
っ
ぱ
ら
内

面
的
な
も
の
に
向
け
ら
れ
た
」
（
『
徳
川
思
想
小
史
』
第
二
章
）
と
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
当
時
の
日
本
の
陽
明
学
者
は
む
し
ろ
内
面
的
な

傾
向
を
帯
び
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
ど
こ
に
そ
の
原
因
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
「
崎
門
学
派
」
の
内
面
的
な
学
問
傾
向
そ
の
も
の

か
ら
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
が
陽
明
の
「
行
」
を
徹
底
に
外
面
的
な
も
の
と
捉
え
た
の
は
、
前
に
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
そ
の

よ
う
な
学
問
的
な
雰
囲
気
の
中
で
作
ら
れ
た
彼
ら
自
身
の
学
問
傾
向
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
主
知
主
義
」
の
徹
底
化
と
い
う

面
か
ら
探
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

崎門学派の陽明学観

普
通
、
朱
子
学
で
は
「
居
敬
」
と
「
窮
理
」
を
工
夫
の
二
本
柱
に
し
て
い
る
。
窮
理
（
格
物
致
知
）
に
よ
っ
て
あ
る
理
に
対
す
る

「
知
」
を
得
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
行
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
窮
理
と
同
時
に
人
聞
を
覆
っ
て
い
る
私
欲
を
取
り
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
「
居
敬
」
の
工
夫
が
提
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
居
敬
」
に
よ
っ
て
私
欲
が
除
去
さ
れ
れ
ば
こ
そ
、
「
知
」
っ
た

も
の
が
そ
の
ま
ま
「
行
」
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
直
方
に
よ
れ
ば
、
人
欲
と
は
窮
理
に
よ
っ
て
「
知
」
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
自
ず
か

ら
そ
の
姿
が
消
え
て
し
ま
う
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
状
態
で
の
「
行
」
こ
そ
が
真
の
意
味
で
の
「
行
」
な
の
で
あ
る
。

九



九

崎門学派の陽明学観

知
ニ
ハ
キ
ト
力
ガ
ツ
ク
ト
人
欲
ニ
ハ
マ
ケ
ズ
。

知
ガ
ナ
キ
ユ
ヘ
ニ
人
欲
ガ
出
ル
。
知
サ
ヘ
明
ナ
レ
ハ
人
欲
ハ
ナ
シ
。

（
以
上
、
王
学
論
談
）

知
ヒ
ラ
ケ
テ
行
ノ
悪
キ
ト
云
コ
ト
ハ
ナ
シ
。
ソ
コ
ガ
窮
理
ノ
効
也
。

知
が
極
め
て
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
知
さ
え
あ
れ
ば
自
ず
か
ら
道
理
に
合
う
行
動
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
「
知
ノ
ア
ル
人
ハ

オ
ノ
ツ
カ
ラ
孝
悌
ナ
ル
ハ
ヅ
也
」
（
王
学
論
談
）
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
知
が
先
在
し
な
い
限
り
「
志
」
さ
え
立
て
ら
れ
な
い
（
知

ニ
カ
カ
ッ
カ
ネ
ハ
、
志
モ
不
立
）
と
言
う
ほ
ど
、
彼
は
「
知
」
を
重
視
し
て
い
る
。
特
に
次
の
文
章
に
は
そ
れ
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

敬
ハ
行
ニ
配
ス
レ
ト
モ
、
居
敬
窮
理
ハ
窮
理
ヲ
ス
ル
タ
メ
ノ
居
敬
ナ
レ
パ
、
知
行
ノ
行
ハ
窮
理
ノ
後
ナ
リ
。

（
『
塩
蔵
録
』
巻
五
、
存
養
筆
記
）

こ
の
よ
う
に
「
主
知
主
義
」
的
立
場
を
押
し
進
め
た
彼
は
、
善
人
（
道
徳
的
人
間
）
に
対
す
る
再
評
価
を
図
る
。

学
術
道
理
ノ
是
非
ヲ
論
ス
ル
ニ
人
ガ
ラ
ノ
吟
味
ハ
入
サ
ル
コ
ト
也
。
悪
人
テ
モ
言
タ
ル
処
、
道
理
ニ
ア
タ
レ
ハ
ヨ
シ
ト
ス
ル
。
善
人

テ
モ
言
タ
ル
ト
コ
ロ
道
理
ニ
タ
ガ
ヘ
ハ
ア
シ
キ
ト
ス
ル
ナ
リ
。
何
ホ
ト
人
カ
ラ
ヨ
ク
テ
モ
論
孟
ノ
文
義
ヲ
ト
リ
ソ
コ
ナ
ヒ
工
夫
手
ノ
下

シ
ヤ
ウ
ヲ
知
ラ
ス
ニ
、
妄
言
ヲ
云
ハ
人
ノ
タ
メ
ニ
ハ
大
ナ
ル
害
ト
云
ヘ
シ
。

王
陽
明
流
ノ
学
者
ハ
人
カ
ラ
サ
ヘ
ヨ
ケ
レ
ハ
、
学
意
ヲ
云
ソ
コ
ナ
イ
、
論
孟
ノ
文
義
ヲ
ト
リ
ソ
コ
ナ
フ
タ
ハ
ク
ル
シ
カ
ラ
ス
。
学
意

ヲ
正
シ
ク
云
テ
モ
人
カ
ラ
ワ
ル
ケ
レ
ハ
用
ニ
立
ヌ
ト
思
ウ
タ
モ
ノ
也
。

（
以
上
、
王
学
論
談
）

人
品
ガ
ワ
ル
ウ
テ
モ
名
言
ア
レ
パ
重
賓
ス
ル
。
：
：
：
人
品
ガ
ヨ
ク
テ
モ
妄
言
ヲ
云
ヘ
パ
ソ
シ
ル
ニ
テ
合
点
ス
ベ
シ
。

（
『
龍
蔵
録
』
巻
三
、
学
談
雑
録
）

儒
者
と
し
て
は
大
胆
な
発
言
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
儒
家
で
は
、
道
理
に
合
う
も
の
が
善
人
で
あ
り
、
理
想
的
な
人
間
で
あ
っ
て
、
道

理
と
は
道
徳
的
な
意
味
を
強
く
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
直
方
に
お
い
て
は
、
「
善
人
」
と
「
道
理
に
合
う
こ
と
」
と
が
分
離
さ
れ
て
し

ま
う
。
善
人
は
道
徳
的
・
人
格
的
な
人
間
で
は
あ
る
が
、
学
術
に
明
瞭
で
な
い
限
り
、
「
善
」
と
は
言
え
な
い
、
真
の
「
善
」
と
は
道
理



の
有
・
無
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
悪
人
テ
モ
善
言
ヲ
云
ハ
ハ
天
下
ノ
益
ニ
ナ

ル
」
（
王
学
論
談
）
と
い
う
所
を
見
る
と
、
道
徳
は
卑
下
さ
れ
冷
厳
な
「
知
識
第
一
主
義
」
だ
け
が
顕
彰
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
ま

た
「
存
心
」
の
効
用
を
「
カ
シ
コ
イ
」
ト
規
定
し
て
「
心
ガ
存
ス
ル
ト
カ
シ
コ
ク
ナ
ル
」
（
「
誼
蔵
録
』
巻
十
三
、
永
井
行
達
録
）
と
語
る

に
ま
で
至
る
が
、
こ
れ
は
彼
が
事
々
物
々
に
対
す
る
「
知
（
識
こ
の
側
面
を
窮
め
て
押
し
進
め
た
結
果
な
の
で
あ
る
。
三
輪
執
斎
が
、

恐
ら
く
上
の
よ
う
な
直
方
の
考
え
方
を
意
識
し
て
送
っ
た
と
思
わ
れ
る
手
紙
に
は
、
両
者
の
「
善
人
」
に
対
す
る
視
点
の
相
違
が
よ
く
現

を
窮
め
て
得
ら
れ
る
知
（
識
）

れ
て
い
る
。

サ
テ
聖
人
ハ
如
何
ナ
ル
モ
ノ
ゾ
ト
御
考
可
被
遊
候
。
善
ク
物
ヲ
覚
タ
ル
ニ
モ
ア
ラ
ズ
。
芸
術
多
ニ
モ
ア
ラ
ズ
。
書
ク
読
知
タ
ル
ニ
モ

ア
ラ
ズ
。
：
：
：
只
此
心
中
ニ
毒
末
ノ
私
欲
モ
ナ
ク
、
誠
一
マ
イ
ニ
シ
テ
父
子
君
臣
都
ヘ
テ
五
輪
ミ
ナ
ヨ
ク
斉
レ
ル
人
也
。
：
：
：
誠
イ
チ

マ
イ
ナ
ル
ヲ
善
人
ト
云
コ
ト
ハ
ミ
ナ
ミ
ナ
存
知
居
申
候
。

（
『
祖
蔵
録
拾
遺
』
巻
二
、
別
紙
）

彼
は
、
以
上
の
よ
う
な
徹
底
的
な
「
主
知
主
義
」
的
立
場
に
立
っ
て
、
王
陽
明
の
「
知
行
合
こ
を
見
つ
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

そ
れ
は
、
「
知
」
は
欠
如
し
て
「
行
」
だ
け
が
強
調
さ
れ
た
異
端
の
中
の
異
端
と
思
わ
れ
た
に
間
違
い
な
い
。

そ
れ
で
は
、
最
後
に
直
方
を
始
め
と
す
る
「
崎
門
三
傑
」
の
陽
明
学
観
が
持
つ
性
格
を
簡
単
に
述
べ
る
こ
と
で
、
結
論
の
代
わ
り
と
し

’園、
O

J
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以
上
に
述
べ
て
き
た
こ
と
を
簡
略
に
整
理
す
る
と
、
彼
ら
は
「
知
」
と
「
行
」
と
が
決
し
て
一
物
に
な
れ
な
い
と
い
う
前
提
の
も
と
で
、

陽
明
の
「
知
行
合
こ
の
成
立
自
体
を
否
定
し
、
「
窮
理
の
内
面
化
」
「
主
知
主
義
の
徹
底
化
」
と
い
う
立
場
か
ら
、
陽
明
の
「
行
」
を
外

面
的
な
実
行
（
実
践
）
ば
か
り
に
力
を
用
い
る
も
の
と
捉
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
は
陽
明
学
を
こ
の
よ
う
に
捉
え
る
の
は
、
彼
ら
の
陽
明

学
観
に
お
け
る
特
徴
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
は
、
中
国
で
は
直
方
と
は
反
対
に
、
主
に
陽
明
学
が
持
っ
て
い
る
「
無
」
的

九
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崎門学派の陽明学観

な
性
格
、
又
は
実
践
の
欠
如
が
批
判
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
何
故
こ
の
よ
う
な
相
違
が
生
じ
た
の
か
。
崎
門
学
派
の
学
問
傾
向
が
内
面
的
な
方
向
に
向
け
ら
れ
て
い
る
点
に
そ
の
原
因
の

一
つ
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
言
及
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
関
連
し
て
も
う
少
し
述
べ
て
見
る
と
、
ま
ず
政
治
性
の
欠
加
が
挙
げ

ら
れ
る
。

儒
学
は
人
間
に
内
在
し
て
い
る
道
徳
性
を
、
現
実
社
会
の
中
に
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
だ
け
に
、
も
と
も
と
政
治
志
向

的
か
つ
政
治
倫
理
的
な
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
る
思
想
で
あ
る
。
「
格
物
」
が
究
極
的
に
は
「
治
園
、
平
天
下
」
を
目
指
し
て
い
る
所
か

ら
も
そ
れ
が
よ
く
分
か
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
思
想
に
は
政
治
的
な
色
彩
が
希
薄
で
あ
る
。
丸
山
真
男
氏
は
日
本
朱
子
学
に
お
け
る
政
治

性
の
欠
如
に
対
し
て
「
政
治
的
考
察
を
切
実
に
要
求
す
る
社
会
的
動
機
が
欠
け
て
い
た
た
め
で
あ
る
」
（
「
丸
山
真
男
講
義
録
」
第
一
冊
、

四
章
）
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
特
に
崎
門
学
派
に
著
し
く
見
え
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
場
合
と
は
違
っ
て
、
中
国
の

陽
明
学
の
批
判
者
は
「
明
末
清
初
」
と
い
う
社
会
変
動
期
を
生
き
な
が
ら
積
極
的
に
社
会
・
政
治
に
参
与
し
た
人
物
で
あ
る
。
従
っ
て
彼

ら
が
標
梼
し
て
い
る
朱
子
学
は
、
実
践
・
行
動
と
密
接
し
た
朱
子
学
で
、
「
理
気
心
性
論
の
議
論
や
経
書
の
注
釈
・
研
究
よ
り
も
、
．

経
世
の
実
学
と
し
て
の
朱
子
学
に
主
た
る
関
心
が
向
け
ら
れ
た
」
。
こ
の
よ
う
な
彼
ら
に
と
っ
て
、
比
較
的
に
政
治
面
に
疎
か
で
あ
っ
た

陽
明
学
は
、
空
談
を
事
と
す
る
「
無
」
的
な
も
の
と
見
な
さ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
反
面
、
政
治
的
な
傾
向
が
希
薄
で
実
践

性
を
失
っ
た
「
崎
門
三
傑
」
に
お
い
て
は
、
陽
明
学
は
む
し
ろ
外
面
的
な
実
践
に
だ
け
走
り
つ
つ
あ
る
も
の
と
映
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
陽
明
学
に
対
す
る
全
体
的
な
眺
望
の
欠
加
が
挙
げ
ら
れ
る
。
陽
明
は
、
当
時
中
国
を
支
配
し
て
い
た
朱
子
学
的
な
世
界

観
・
人
間
観
を
批
判
し
、
「
良
知
説
」
を
提
唱
し
て
思
想
史
の
流
れ
に
一
大
変
革
を
も
た
ら
し
た
。
彼
が
主
張
す
る
「
良
知
」
と
は
、
心

の
本
体
と
し
て
先
天
的
に
具
有
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
現
実
の
場
で
一
瞬
一
瞬
自
ら
の
判
断
に
よ
っ
て
「
理
」
を
創
っ
て
い
く
パ
ワ
ー
を

持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
理
」
は
外
部
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
心
そ
の
も
の
が
ま
さ
に
「
理
」
と
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

良
知
が
純
粋
に
そ
の
本
来
性
を
失
わ
ず
発
現
す
る
限
り
、
良
知
に
よ
っ
て
理
は
現
れ
る
。
否
、
良
知
が
事
物
と
対
す
る
や
り
か
た
そ
れ
自



体
が
ま
さ
に
理
な
の
で
あ
る
。
最
初
か
ら
外
部
的
な
「
定
理
」
を
認
め
な
い
陽
明
の
良
知
説
に
お
い
て
は
、
朱
子
式
の
「
窮
理
」
は
そ
も

そ
も
蛇
足
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
陽
明
の
「
知
行
合
こ
は
、
そ
の
よ
う
な
世
界
観
・
人
間
観
の
上
に
立
っ
て
理
解
し
得
る
も
の
で

あ
り
、
そ
う
す
る
と
、
陽
明
の
「
知
行
」
観
に
お
い
て
、
全
て
の
「
知
」
の
活
動
に
は
そ
の
根
底
に
既
に
心
（
良
知
）
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
と
い
う
の
は
、
良
知
は
「
知
」
の
瞬
間
、
既
に
発
現
し
て
そ
の
「
知
」
的
過
程
の
中
で
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の

良
知
の
働
き
が
ま
さ
に
「
行
」
の
始
発
で
あ
り
、
従
っ
て
「
行
」
は
「
一
念
の
発
」
と
し
て
最
初
か
ら
「
知
」
と
共
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
つ
の
行
為
の
全
過
程
が
「
知
的
過
程
」
で
あ
り
な
が
ら
同
時
に
「
行
的
過
程
」
で
も
あ
る
。
即
ち
、
知
も
行
も
良
知
の
現
顕
で
あ
り
、

同
じ
く
良
知
の
躍
動
で
あ
る
。
「
只
だ
一
簡
の
知
を
説
く
も
、
己
に
自
ら
行
の
在
る
有
り
、
只
だ
一
箇
の
行
を
説
く
も
、
己
に
自
ら
知
の

在
る
有
り
」
（
『
伝
習
録
」
上
）
と
は
、
正
に
こ
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
知
行
の
本
来
の
姿
で
、
私
欲
に
覆
わ
れ
れ
ば

両
者
は
分
裂
し
て
し
ま
う
。
従
っ
て
、
我
々
は
一
念
が
発
す
る
根
源
処
か
ら
徹
底
的
に
点
検
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
見
る
と
、
陽
明
の
「
知
行
合
こ
に
は
、
自
己
の
全
存
在
・
全
人
格
を
か
け
て
対
象
と
対
面
す
る
「
人
間
」
の
崇
高
な
姿
が
描
か
れ

て
い
る
。
陽
明
は
、
学
問
に
励
む
時
に
も
、
科
挙
に
臨
む
時
に
も
、
全
て
の
日
用
の
事
に
対
し
て
も
、
あ
り
の
ま
ま
の
純
粋
無
雑
な
本
心

｜
こ
れ
が
正
に
良
知
｜
の
ま
ま
に
、
全
存
在
・
全
人
格
を
そ
こ
に
投
与
せ
よ
と
呼
び
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
全
存
在
を
投
与
し
な
い
限

り
、
あ
る
行
為
が
い
く
ら
「
善
」
に
当
た
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
俳
優
の
演
技
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
、
そ
こ
に
は
何
の
道
徳
的
な
意
味

も
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
は
人
間
の
真
実
か
ら
の
行
為
で
は
な
い
し
、
従
っ
て
「
知
行
合
一
」
と
も
な
り
え
な
い
。
「
知
行
合
こ
の
反
対

崎門学派の陽明学観

の
概
念
は
、
「
先
知
後
行
」
で
は
な
く
「
私
欲
」
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
彼
ら
特
に
直
方
は
そ
の
よ
う
な
所
に
は
あ
ま
り
目
を
向
け
て
い
な
い
。
彼
の
陽
明
学
批
判
は
、
ひ
た
す
ら
陽
明
の
「
知
行
」

観
に
だ
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
陽
明
の
思
想
の
中
で
、
「
知
行
合
こ
だ
け
を
切
り
取
っ
て
論
議
を
展
開
し
て
い
く
。
実
は
先
に

言
及
し
た
中
国
で
の
批
判
は
主
に
陽
明
後
学
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
王
陽
明
の
思
想
が
後
学
に
至
っ
て
様
々
な
形
に
継
承
・

展
開
さ
れ
て
い
く
様
相
に
も
あ
ま
り
関
心
を
寄
せ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
王
陽
明
の
思
想
を
総
体
的
に
捉
え
る
た
め
に
は
、
彼
の
後
学
に

九
五
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崎門学派の陽明学観

対
す
る
研
究
が
必
修
的
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
言
、
つ
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
が
欠
け
て
い
る
た
め
に
、
彼
ら
の
陽
明
学
に
対
す
る
理
解
と
批

判
は
歪
曲
さ
れ
、
単
調
に
止
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
で
陽
明
学
に
対
し
て
自
分
な
り
の
は
っ
き
り
し
た
自
覚
を
持
ち
、
そ
の
上
で
そ
れ
を
体
系
的
に
批

判
し
た
者
は
「
崎
門
三
傑
」
と
呼
ば
れ
る
彼
ら
が
そ
の
先
駆
で
あ
り
、
そ
の
点
で
彼
ら
が
後
学
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
高
く
評
価
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

i主ー
た
と
え
ば
、
「
難
然
先
哲
尚
因
資
案
之
所
近
、
結
出
数
字
一
不
人
為
警
策
、
各
得
入
頭
処
。
所
謂
大
小
程
子
之
敬
、
朱
子
之
窮
理
、
金
絡
之
易
筒
、
陽
明
之

良
知
等
也
」
（
『
慢
筒
先
生
文
集
』
与
林
道
春
、
甲
辰
年
）
の
よ
う
に
、
朱
・
王
学
に
対
し
て
各
身
長
所
が
あ
る
こ
と
を
認
め
、
融
合
的
な
態
度
を
取
っ
て
い

る。
2

林
羅
山
は
陽
明
の
「
理
気
」
に
対
す
る
観
点
を
受
け
入
れ
、
「
理
は
気
の
条
理
、
気
は
理
の
運
用
」
（
『
林
羅
山
文
集
』
巻
六
十
八
、
随
筆
四
）
と
語
っ
て

い
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
に
対
し
て
は
陽
明
学
－
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
我
於
玉
氏
而
観
其
不
足
知
量
而
巳
」
（
文
集
、
巻
六
十
八
、

随
筆
閲
）
、
「
隆
象
山
目
、
六
経
註
我
、
我
註
六
経
。
若
信
此
一
吉
也
、
其
弊
至
於
廃
書
」
｛
文
集
、
巻
六
十
九
、
随
筆
五
）
等
を
見
る
と
よ
く
分
る
。

3

本
稿
で
は
『
佐
藤
直
方
全
集
』
（
日
本
古
典
、
学
会
編
纂
、
ペ
リ
カ
ン
社
、
一
九
七
九
）
三
冊
本
を
底
本
に
し
た
。

4

こ
れ
は
彼
ら
の
師
で
あ
る
山
崎
闇
斎
の
場
合
に
も
同
じ
で
あ
る
。
例
え
ば
「
夫
学
之
道
在
致
知
力
行
之
一
一
」
（
『
黍
加
草
』
巻
十
、
近
恩
録
序
）
、
「
蓋
学
知

与
行
而
巳
」
（
『
大
家
商
量
集
』
答
真
辺
仲
庵
書
二
）
等
が
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
「
知
行
」
論
は
崎
門
学
派
の
重
要
な
テ
l
マ
で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く

分
か
る
。

5

彼
の
道
統
観
は
何
カ
所
か
に
見
え
る
が
、
一
つ
だ
け
を
挙
げ
て
お
く
。

縞
諮
発
舜
以
来
、
道
学
相
伝
、
而
至
子
孔
孟
。
孔
孟
之
後
、
秦
漢
陪
唐
、
其
学
不
伝
。
至
子
宋
、
周
程
張
朱
接
其
統
、
而
道
学
復
明
於
世
O
i
－
－
朝
鮮

李
退
渓
東
夷
之
産
、
而
説
中
国
之
道
、
尊
孔
孟
、
宗
程
朱
、
而
其
学
識
之
所
造
、
大
非
元
明
諸
儒
之
億
実
。
（
『
組
蔵
録
』
巻
二
、
討
論
筆
記
）

故
人
力
行
、
先
須
要
知
。
非
特
行
難
、
知
亦
難
也
。
書
目
、
知
之
非
製
、
行
之
惟
銀
。
此
固
是
也
。
然
知
之
亦
自
娘
。
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崎門学派の陽明学観

（
『
二
程
金
書
』
巻
一
入
、
劉
元
承
手
編
）

『
宋
元
学
案
』
巻
十
五
、
「
程
伊
川
・
語
録
」
の
「
宗
議
案
、
伊
川
先
生
巳
有
知
行
合
一
之
一
一
突
」
を
参
照
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
『
高
子
遺
書
」
巻
三
「
陽
明
説
弁
」
の
「
凡
人
之
言
合
者
、
必
二
物
也
。
本
離
而
合
之
、
之
謂
合
。
本
合
則
、
不
容
量
口
合
也
。

．．
 

・
：
不
能
析
之
而
為
二
、
登
待
合
之
而
始
一
也
」
、
又
は
『
王
学
質
疑
』
巻
三
「
知
行
合
こ
の
「
若
是
則
止
日
行
可
失
。
或
止
日
知
可
突
。
古
人
何
兼
説
此

二
字
乎
。
兼
説
二
字
必
確
是
両
事
、
不
可
泰
治
。
此
易
之
待
対
也
」
等
に
も
見
え
る
。

9

是
故
知
不
行
之
不
可
以
為
学
、
則
知
不
行
之
不
可
以
為
究
理
失
。
知
不
行
之
不
可
以
為
究
理
、
則
知
知
行
之
合
一
並
進
、
而
不
可
以
分
為
両
節
事
失
。
：
・

・
：
只
為
後
世
学
者
、
分
作
間
裁
、
用
功
失
却
知
行
本
体
、
放
有
合
一
並
進
之
説
。
（
『
伝
習
録
』
中
、
答
顧
東
橋
書
）

ω
た
だ
綱
斎
は
「
大
抵
行
は
ず
し
て
知
る
が
よ
い
と
云
は
、
実
用
な
く
し
て
知
る
と
、
本
法
の
知
に
非
ず
。
知
る
を
棄
て
行
ひ
き
へ
す
れ
ば
よ
い
と
云
は
、

行
ふ
と
こ
ろ
実
理
に
合
ず
し
て
、
本
法
の
行
に
非
ず
O
i
－
－
－
さ
れ
ど
も
知
ん
と
す
る
我
心
な
け
れ
ば
知
ら
ず
。
行
ん
と
す
る
我
心
な
け
れ
ば
行
は
ぬ
。
何
で

も
心
で
せ
ざ
る
こ
と
な
し
」
（
『
聖
学
図
講
義
』
）
と
い
う
よ
う
に
「
心
」
に
よ
っ
て
「
知
」
と
「
行
」
と
の
統
一
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。

U

陽
明
の
良
知
を
「
自
然
」
と
規
定
し
、
そ
れ
を
批
判
す
る
の
は
崎
門
学
派
の
特
徴
で
も
あ
る
が
、
彼
ら
が
陽
明
の
良
知
を
「
自
然
」
と
捉
え
る
の
は
、
恐

ら
く
次
の
よ
う
な
所
を
踏
ま
え
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
。

冬
時
、
自
然
思
量
父
母
的
寒
、
便
自
要
去
求
箇
温
的
道
理
。
夏
時
、
自
然
思
量
父
母
的
熱
、
使
自
要
去
求
箇
清
的
道
理
。

知
是
心
之
本
体
。
心
自
然
会
知
。
見
父
母
自
然
知
孝
。
見
兄
自
然
知
弟
。
見
揺
子
入
井
自
然
知
側
隠
。
此
便
是
良
知
、
不
仮
外
求
。（

以
上
、
『
伝
習
録
』
上
）

ロ
彼
は
三
十
歳
の
頃
、
師
間
斎
が
『
近
恩
録
』
を
講
義
す
る
と
き
提
示
し
た
「
敬
義
内
外
」
説
を
批
判
し
て
、
二
年
間
そ
の
門
に
も
近
接
し
得
な
い
処
罰
を

受
け
る
が
、
彼
が
師
の
説
を
批
判
し
た
理
由
は
、
閤
斎
が
「
身
」
ま
で
も
「
敬
」
と
い
う
内
的
工
夫
に
帰
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
、
「
居
止
動
作

の
方
正
」
と
い
う
外
面
的
な
も
の
ま
で
も
「
敬
」
の
工
夫
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
彼
に
と
っ
て
は
「
敬
ハ
内
デ
心
ノ
コ
ト
、
義
ハ
外
デ
身
ノ
コ
ト
」

で
あ
り
、
「
身
」
は
決
し
て
「
敬
」
の
工
夫
に
含
む
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
敬
は
内
面
的
工
夫
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
義
は
外
面
的
な
身
上

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
闇
斎
が
「
敬
身
」
を
主
張
し
て
「
心
身
一
致
」
を
図
っ
た
の
と
違
っ
て
、
彼
は
あ
く
ま
で
も
「
心
」
の
内
的
な
工
夫
を
第
一
義
と
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
の
三
十
歳
ご
ろ
の
話
で
は
あ
る
が
、
後
日
「
敬
義
内
外
考
論
」
（
六
十
五
歳
）
に
そ
の
ま
ま
記
さ
れ
て
い
る
所
か
ら
も
分
か
る

よ
う
に
、
彼
の
生
涯
に
一
貫
し
て
い
る
考
え
方
で
あ
る
。
身
上
で
の
「
行
」
ば
か
り
を
追
求
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
た
陽
明
の
「
知
行
」
観
が
、
彼
に
と
っ

て
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
推
測
に
難
く
な
い
。

日
尾
藤
正
英
『
日
本
封
建
思
想
史
研
究
』
（
青
木
書
店
、
一
九
九
六
）
の
第
四
章
と
五
章
を
参
照
。

M

山
井
湧
「
清
代
の
朱
子
学
」
（
朱
子
学
大
系
第
一
巻
『
朱
子
学
入
門
』
所
収
）
を
参
照
。
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